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の
特
別
教
室
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
ほ

ぼ
震
災
当
時
の
ま
ま
保
存
・
展
示
さ

れ
て
い
る
が
、
教
室
と
廊
下
の
間
の

壁
は
朽
ち
落
ち
、
天
井
も
折
曲
り
、

泥
を
か
ぶ
っ
た
オ
ル
ガ
ン
、
乱
雑
に

散
ら
ば
っ
て
い
る
机
、
い
す
、
床
が

陥
没
し
た
体
育
館
な
ど
、
改
め
て
大

地
震
、
大
津
波
の
脅
威
、
す
さ
ま
じ

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
二
階
に
は

四
年
生
か
ら
六
年
生
の
教
室
が
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
が
、
六
年
生
の

教
室
黒
板
に
は
、
立
ち
入
り
可
能
に

な
っ
て
か
ら
、
母
校
を
訪
れ
た
卒
業

生
な
ど
の
寄
せ
書
き
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
今
回
、

請
戸
小
学
校
を
訪
れ
て
初
め
て
知
ら

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
請

戸
小
学
校
の
奇
跡
』
と
言
わ
れ
る
も

の
で
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
「
当
時
通
っ
て
い
た
児
童
九
十
三

名
（
う
ち
一
年
生
十
一
名
は
帰
宅
し

て
い
た
）
は
、

教
職
員
の
迅
速

で
的
確
な
判
断

（
十
四
時
五
十
四

分
避
難
開
始
）

と
児
童
の
協
力

（
上
級
生
が
下

級
生
の
手
を
引

き
避
難
等
）
に

よ
り
、
学
校
か

ら
西
に
約
二
キ

「
相
馬
市
伝
承
鎮
魂
祈
念
館
」

　

今
年
六
月
に
、
私
が
鎌
田
地
区
の

民
生
委
員
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
高
齢
者
で
構
成
す
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
の
方
々
と
の
研
修

視
察
で
、
福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
、
大
震

災
後
の
復
興
の
現
状
を
知
り
、
犠
牲

者
へ
の
鎮
魂
も
兼
ね
、
当
館
を
訪
ね

た
。

　

当
館
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
失
わ
れ
た
相
馬
市
の
「
原
風
景
」

を
後
世
に
残
し
、
遺
族
の
心
の
拠
り

所
と
し
て
い
く
と
と
も
に
、
震
災
前

の
相
馬
市
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
施
設
で
、
館
の
隣
に
犠
牲
に

な
っ
た
四
百
五
十
八
名
の
方
々
が
記

名
さ
れ
て
い
る
慰
霊
碑
が
あ
り
、
ま

た
、
裏
面
の
碑
文
に
は
、『
平
成
二
十

三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六

分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．
〇
の
地

震
が
発
生
し
た
。（
中
略
）
相
馬
市
で

は
震
度
六
弱
の
超
巨
大
地
震
で
あ
っ

た
。
約
一
時
間
後
、
高
さ
九
メ
ー
ト

ル
を
超
す
真
っ
黒
な
大
津
波
が
容
赦

な
く
集
落
を
破
壊
し
家
々
を
呑
み
込

み
な
が
ら
海
岸
か
ら
約
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
先
ま
で
流
れ
込
ん
だ
。（
後
略
）』

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

同
行
し
た
方
々
と
と
も
に
、
改
め

て
哀
悼
の
真
を
捧
げ
た
。

「
震
災
遺
構

　 

浪
江
町
立
請
戸
小
学
校
」

　

同
じ
く
七
月
某
日
、
県
内
の
学
校

で
は
唯
一
遺
構
と
し
て
残
さ
れ
た
同

所
を
訪
れ
た
。
私
が
大
震
災
後
に
浪

江
町
に
入
る
の
は
、
初
め
て
で
あ
っ

た
。

　

請
戸
小
学
校
（
海
抜
約
三
～
四

メ
ー
ト
ル
）
は
、
海
岸
か
ら
約
三
百

メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
大
震

災
当
日
は
津
波
が
校
舎
の
二
階
床
上

ま
で
到
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

一
階
で
は
、
一
年
生
か
ら
三
年
生

ま
で
の
教
室
や
職
員
室
、
保
健
室
等

ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
大
平
山
の
ふ
も

と
に
つ
き
、
入
山
し
（
十
五
時
十
五

分
）、
奇
跡
的
に
全
員
（
児
童
八
十
二

名
、
教
職
員
十
三
名
）
無
事
避
難
す

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
津
波
の
請
戸
小
学
校

へ
の
到
来
は
十
五
時
三
十
八
分
で
、

数
分
後
に
大
平
山
に
到
達
し
て
い
る
。

　

そ
の
詳
し
い
内
容
は
、
絵
本
「
請

戸
小
学
校
物
語
～
大
平
山
を
こ
え
て

～
」
に
描
か
れ
て
お
り
、
小
学
校
内

の
見
学
ル
ー
ト
内
に
も
掲
示
さ
れ
て

い
る
。

　

絵
本
の
最
後
に
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
る
が
、
い
つ
ま
で
も
心
に
留
め

て
お
き
た
い
と
思
う

　
『
地
震
や
そ
の
他
の
災
害
は
、
い
つ

あ
な
た
の
も
と
に
ふ
り
か
か
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
の
大
平
山
は
ど

こ
で
す
か
。』

浜
通
り
の
被
災
地
を
尋
ね
て

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

福
島
支
部
長　

鈴　

木　

昭　

雄

震災遺構浪江町立請戸小学校
～２階ベランダに津波到達点表示が見える～

相馬市伝承鎮魂祈念館脇の慰霊碑
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今
年
度
の
福
島
地
区
小
学
校
長
会

は
、
中
野
小
が
飯
坂
小
に
、
水
原
小

が
松
川
小
に
統
合
し
、
昨
年
度
の
四

十
七
校
か
ら
二
校
減
の
四
十
五
校
の

会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
去
三
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
対
応
の

た
め
、
学
校
経
営
・
教
育
活
動
に
お

い
て
、
多
く
の
制
約
と
苦
難
が
あ
り

ま
し
た
が
、
五
月
よ
り
感
染
法
上
の

位
置
づ
け
が
五
類
に
移
行
し
た
こ
と

に
伴
い
、
各
校
に
お
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
で
生
み
出

さ
れ
て
き
た
多
様
な
教
育
実
践
の
工

夫
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
教
育
活
動
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
市
で
は
、
全
小
学
校
が
参
加

し
、
四
年
ぶ
り
に
従
来
の
市
街
地
の

コ
ー
ス
で
、
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
力
強

い
堂
々
と
し
た
演
奏
・
演
技
を
披
露

し
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
元
気
や

希
望
を
届
け
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
校
長
会
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
よ
う
に
、
定
例
会
、
方
部
研
修
会

等
を
参
集
型
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
月
上
旬
に
山
形
市
で
開
催

さ
れ
た
東
北
連
小
山
形
大
会
に
は
三

十
一
名
が
参
加
し
、
八
月
上
旬
に
は
、

四
年
ぶ
り
に
福
島
県
小
学
校
長
会
研

究
協
議
会
が
会
津
若
松
市
で
開
催
さ

れ
、
全
会
員
が
参
加
し
、
研
修
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
十
月
に

は
全
連
小
東
京
大
会
が
あ
り
、
十
一

名
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
地
区
校

長
会
に
お
い
て
は
、
大
会
や
研
修
会

等
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
全
会
員

で
共
有
す
る
と
と
も
に
、
次
に
述
べ

る
学
校
課
題
な
ど
に
対
し
て
、
会
員

が
結
束
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
に
お
い
て
は
、
確
か

な
学
力
の
育
成
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充

実
、
い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
生
徒

指
導
上
の
問
題
へ
の
対
応
、
虐
待
や

貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
へ

の
対
応
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、

働
き
方
改
革
の
推
進
、
新
採
用
教
員

を
初
め
と
す
る
教
員
の
指
導
力
の
向

上
、
教
員
・
講
師
等
の
人
材
確
保
、

教
頭
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育

成
の
問
題
な
ど
、
複
雑
か
つ
多
様
な

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
慢
性
的
な
教
員
や
講
師
不

足
は
、
深
刻
か
つ
喫
緊
の
問
題
で
あ

り
、
学
級
担
任
が
配
置
さ
れ
な
い
、

産
休
・
育
休
・
病
休
枠
が
埋
ま
ら
な

い
な
ど
の
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
指
導
力
向
上
の
た

め
に
は
、
校
内
外
の
研
修
を
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
『
研
修
履
歴

を
活
用
し
た
対
話
に
基
づ
く
受
講
奨

励
』
に
つ
い
て
、
地
区
校
長
会
で
研

修
を
深
め
、
教
員
の
指
導
力
や
授
業

力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
重
大
事
態
に

至
ら
ぬ
よ
う
、
未
然
防
止
、
早
期
発

見
、
早
期
解
決
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
か
、
不
登
校
に
つ
い
て
は
新
た

な
不
登
校
を
出
さ
な
い
た
め
の
組
織

的
な
対
応
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
が

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
今

後
も
、
地
区
校
長
会
に
お
い
て
、
研

修
を
深
め
、
校
長
の
資
質
向
上
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
各
校
に
お
い

て
は
、
福
島
の
未
来
を
切
り
拓
く
健

や
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成

に
向
け
て
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

退
職
校
長
会
の
皆
様
に
は
、
今
後

と
も
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
、
小
学
校
で
は

�

福
島
地
区
小
学
校
長
会　

会
長　

逸　

見　

健　

二

�

（
福
島
市
立
飯
坂
小
学
校
長
）

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
第

五
十
七
回
県
大
会
は
令
和
元
年
度
に

福
島
支
部
で
開
催
以
来
、
四
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
と
な
り
、
全
県
か
ら
二

百
三
十
名
、
福
島
支
部
か
ら
は
十
五

名
が
参
加
し
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
福
士
寛
樹
大
会

会
長
よ
り
、「
四
年
振
り
に
通
常
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

は
社
会
・
教
育
上
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵
攻
な
ど
厳

し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、

定
年
制
延
長
に
よ
る
課
題
も
あ
る
。

現
代
の
教
育
現
場
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
支
援
を
し
よ
う
。」
と
会
長
挨
拶

が
あ
り
、
安
積
国
造
神
社
宮
司
安
藤

知
重
様
よ
り
「
近
代
日
本
の
礎　

安

積
艮
斎
」
に
つ
い

て
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

　

午
後
の
部
は
福

島
・
南
会
津
・
相

馬
の
三
支
部
よ
り

体
験
発
表
が
あ
り
、

福
島
支
部
か
ら
は
退
職
後
、
東
南
ア

ジ
ア
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
）
山
岳

地
帯
で
教
育
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
少

数
民
族
の
貧
し
い
子
供
た
ち
へ
の
支

援
と
交
流
活
動
、
そ
れ
を
支
え
る
た

め
の
国
内
で
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
宍
戸
仙
助
氏
よ
り
「
リ
タ
イ
ヤ
後

は
、
利
他years!

」
と
い
う
題
で
の

体
験
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細

は
、
県
会
報
参
照
）
参
加
者
は
、
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る

映
像
と
情
熱
的
な
お
話
に
耳

を
傾
け
聴
き
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択

し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
は
県
北
地

区
・
安
達
支
部
で
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

宍戸仙助氏　　　　　　　
　　支部を代表し体験発表
～県退職校長会　郡山大会～

発表する宍戸氏

福　島　支　部　報
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ふ
れ
あ
い
広
場
　︱ 

方
部
会
員
紹
介 

︱

五
年
先
の　
　
　
　
　

　

子
供
た
ち
や
学
校
を

�

渡
利
Ｃ　

髙
橋　

正
之

　

川
俣
小
学
校
の
四
学
年
外
国
語

活
動
で
は
、
五
名
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
英
語
を
使
っ
て
会
話
を
す

る
活
動
と
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
読
み
取
っ
て
学
習
す
る
活

動
と
が
あ
り
、
自
分
で
計
画
を
立
て

て
学
習
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
が
使
用
し
て
い
る
教
科

書
に
も
二
次
元
コ
ー
ド
が
あ
り
、
今

後
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
段
階
的
に

導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調

査
で
は
、
全
国
で
の
授
業
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
端
末
の
活
用
状
況
は
六
割

以
上
と
な
り
、
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り

も
増
加
し
ま
し
た
。
川
俣
町
で
も
昨

年
十
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
導

入
し
、
家
庭
へ
の
端
末
の
持
ち
帰
り

も
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

　

夏
休
み
に
入
り
、
町
の
中
学
三
年

生
で
希
望
す
る
生
徒
を
募
っ
て
、
個
々

の
学
力
に
応
じ
た
学
習
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
校
長
で
退
職
さ
れ
た
数
学

の
先
生
二
名
と
、
国
際
交
流
協
会
な

ど
か
ら
推
薦
い
た
だ
い
た
英
語
の
先

生
三
名
を
お
願
い
し
て
、
二
つ
の
教

科
を
四
日
間
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で

学
習
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
を
機
に
川
俣
町
教
育
委
員
会

に
お
世
話
に
な
っ
て
、
六
年
目
と
な

り
ま
し
た
。
お
声
掛
け
い
た
だ
い
た

当
時
は
、
小
学
校
再
編
の
動
き
も
あ

り
、
佐
久
間
裕
晴
教
育
長
の
お
誘
い

に
対
し
て
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て

れ
ば
、
と
い
う
淡
い
思
い
で
、
同
級

生
の
佐
々
木
光
政
さ
ん
と
一
緒
に
指

導
主
事
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境

が
み
る
み
る
う
ち
に
変
わ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
や
保
護
者
対
応
も
含
め
、
学

校
現
場
は
、
急
激
に
変
化
す
る
時
代

の
要
請
と
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
で
、

大
変
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「S

ociety5.0

時
代
」
の
到

来
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
い
急
速
に
整
備
が
進
ん

だ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る

一
人
一
台
端
末
な
ど
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。

　

講
師
の
先
生
方
の
生
徒
へ
の
言
葉

か
け
や
個
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
、
熱

い
思
い
の
お
話
は
子
供
た
ち
に
と
っ

て
得
難
い
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
、
会
場
の
川
俣
中
学
校
に
行

く
と
、
階
段
の
登
り
口
の
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
先
生
の
温
か
い
言
葉
が
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
受
付
に
は
数
名

の
先
生
方
が
い
て
子
供
た
ち
に
声
掛

け
を
し
て
い
ま
し
た
。
次
の
日
も
そ

の
次
の
日
も
朝
と
帰
り
に
は
新
し
い

言
葉
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。「
暑
い
け
ど
が
ん
ば
っ

て
。」「
少
し
で
も
『
分
か
っ
た
』
を

増
や
そ
う
。」「
明
日
で
最
後
。
自
分

の
苦
手
を
解
決
し
よ
う
。」

　

学
校
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
血
の
通
っ

た
か
か
わ
り
や
ア
ナ
ロ
グ
の
よ
さ
や

大
切
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
川
俣
町
振
興
計
画
の
改
定

に
伴
い
、
教
育
委
員
会
で
教
育
振
興

基
本
計
画
の
改
訂
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
五
年
先
の
子
供
た
ち
や

学
校
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、（
未
来
に
）

責
任
を
持
っ
て
作
成
し
ま
し
ょ
う
。」

計
画
を
見
直
す
に
あ
た
っ
て
、
教
育

長
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
現
場
の
大
変
さ
や
、
単
発
な

課
題
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
未
来

南
沢
又
Ａ　

 

齋　

藤　

正　

寛 

様

清
水
Ａ　

 

壱　

岐　

武　

熙 

様

笹　

谷　

 

小　

松　
　
　

榮 

様

飯
坂
Ｂ　

 

齋　

藤　
　
　

壽 

様

北
部
Ｂ　

 

松　

淵　

四　

郎 

様

御　

山　

 

長
久
保　

宏　

人 

様

蓬　

萊　

 

北　

原　

正　

三 

様

北
部
Ｂ　

 

髙　

橋　

正
二
郎 

様

笹　

谷　

 

深　

澤　

一　

榮 

様

東
部
Ａ　

 

大　

槻　

髙　

仁 

様

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

会
員
の
皆
様

（
昭
和
十
一
年
生
ま
れ
）

　

中
村
正
直
先
生
の
賀
寿
祝
を
お
届

け
に
五
月
八
日
訪
問
し
ま
し
た
。

　

部
屋
に
飾
ら
れ
た
市
民
作
品
展
特

別
賞
の
賞
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

自
分
が
作
っ
た
物
だ
と
絵
皿
、
壷
を

戸
棚
の
上
か
ら
取
り
上
げ
て
見
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
会
友
誌
も
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
陶
游
会
」
を
結
成
し
て

活
動
さ
れ
た
平
成
六
年
か
ら
二
十
五

年
ま
で
の
記
録
が
ま
と
め
て
あ
り
ま

し
た
。
三
春
に
あ
っ
た
窯
の
前
で
待

つ
人
々
、
地
域
の
文
化
祭
等
へ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
出
品
作
品
、
県
外
へ
も
出

か
け
た
研
修
旅
行
、
小
中
高
の
先
生

賀
寿
万
歳

�

～
中
村
正
直
先
生
宅
訪
問
～

中村先生（左）と鈴木支部長（右）

に
向
か
っ
て
先
生
方
や
子
供
た
ち
、

地
域
や
社
会
が
幸
せ
や
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
教
育
を
創
造
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
不
易
と
流
行
」
を
胸
に
内
容
を
整
理

す
る
な
ど
、
自
分
の
経
験
も
踏
ま
え

な
が
ら
み
ん
な
で
考
え
た
い
で
す
。

方
や
奥
さ
ま
と
多
く
の
仲
間
の
写
真

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
奥
さ
ま
の
写
真
の
傍
ら
に

は
、
先
生
が
作
ら
れ
た
花
瓶
、
花
立

に
は
庭
の
花
が
供
え
ら
れ
、
穏
や
か
な

生
活
を
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。

福　島　支　部　報
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編
集
後
記

　

春
を
愛
す
る
人
は　

心
清
き
人

　

夏
を
愛
す
る
人
は　

心
強
き
人

　

秋
を
愛
す
る
人
は　

心
深
き
人

　

冬
を
愛
す
る
人
は　

心
広
き
人

　

今
夏
は
例
年
に
な
い
暑
さ
で
あ
っ

た
。
夏
が
長
く
、
春
と
秋
が
短
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
に
と
っ
て
は
居
心
地
の
悪
い
、

大
変
な
時
代
で
あ
る
。

　

以
前
に
は
戻
せ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
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鈴　
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夫

▽
支
部
長　
　

鈴　

木　

昭　

雄

▽
副
支
部
長　
　

星　
　
　

浩　

次
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彦

▽
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男
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橘　

内　
　
　

薫

　

令
和
五
年
度　

福
島
支
部
役
員
（
敬
称
略
）

　

西　

部
Ａ　
　

鵜　

沼　

秀　

雅

　

西　

部
Ｂ　
　

加　

藤　
　
　

隆

　

西　

部
Ｃ　
　

冨　

田　

義　

勝

　

西　

部
Ｄ　
　

栃
久
保　

富　

雄

　

渡　

利
Ａ　
　

黒　

澤　
　
　

明

　

渡　

利
Ｂ　
　

佐　

藤　

浩　

子

　

渡　

利
Ｃ　
　

大　

崎　

孝　

一

　

南
向
台　
　
　

先　

崎　

信　

雄

　

杉　

妻　
　
　

三　
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伊
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久
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成
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部
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佐　
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哲

　

北　

部
Ｂ　
　

原　
　
　

美　

子

　

中　

部　
　
　

工　

藤　

裕　

也

　

清　

水
Ａ　
　

小　

川　

信　

子

　

清　

水
Ｂ　
　

横
須
賀　

広　

美

�

（
九
月
よ
り
）

　

南
沢
又
Ａ　
　

山　

寺　

精　

吉

　

南
沢
又
Ｂ　
　

本　

間　

貞　

二

　

笹　

谷　
　
　

尾　

下　

峰　

夫

　

飯　

坂
Ａ　
　

福　

地　

敏　

教

　

飯　

坂
Ｂ　
　

根　

本　
　
　

眞

　

吾　

妻
Ａ　
　

我　

彦　
　
　

武

　

吾　

妻
Ｂ　
　

亀　

岡　

友　

博

　

飯　

野　
　
　

塚　

野　
　
　

薫

　

川　

俣　
　
　

齋　

藤　

悦　

子

　

特
別
区
・
御
山

�

〈
太
字
は
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
〉

川　

俣　

 

高　

橋　

善　

孝 

様

東
部
Ａ　

 

古　

関　
　
　

齊 

様

渡
利
Ａ　

 

椿　
　
　
　
　

薫 

様

北
部
Ｂ　

 

鴨　

田　

喜　

夫 

様

松　

川　

 

服　

部　

秀　

文 

様

東
部
Ａ　

 

渡　

邊　

和　

夫 

様

令
和
五
年
度
か
ら
名
誉
会
員
に

な
ら
れ
た
皆
様

（
昭
和
八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
生
ま
れ
）

　

今
年
度
の
支
部
総
会
は
、
四
月
二

十
一
日
ア
オ
ウ
ゼ
に
お
い
て
、
昨
年

同
様
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
来
賓
・
長
寿
祝
い
会
員
を
招
待
せ

ず
、
支
部
役
員
・
理
事
の
出
席
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
令
和
五
年
度
第
一

回
理
事
会
を
開
催
し
、
年
度
当
初
の

支
部
運
営
や
令
和
五
年
～
六
年
ま
で

任
期
の
支
部
役
員
改
選
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
総
会
に
移
り
、
鈴
木
支
部

長
か
ら
「
福
島
支
部
は
支
部
の
歌
を

持
つ
素
晴
ら
し
い
支
部
で
あ
る
。
今

年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
総
会
開
催
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
次
年
度
は
現
状

に
合
わ
せ
た
総
会
を
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
西
部

Ｂ
の
加
藤
隆
理
事
を
議
長
に
選
出
し

協
議
が
進
め
ら
れ
、
令
和
四
年
度
事

…
…
… 

令
和
五
年
度 

…
…
…

第
五
十
九
回

�

福
島
支
部
総
会
開
催

本
年
度
、
本
会
に

加
入
さ
れ
た
皆
様

業
報
告
・
決
算
報
告
、
令
和
五
年
度

の
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年

度
で
あ
り
、
支
部
役
員
が
承
認
さ
れ

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

福　島　支　部　報


